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計画策定にあたって 

■策定の目的 

八尾市都市計画マスタープランでは、将来の八尾市がめざす都市の姿や、都市計画に関する基本的な方針を示し、

これらを市民など多様な主体と行政が共有し、合意形成を図りながら、計画的・広域的・総合的な観点及び、大都市近

郊の利便性や地域特性など八尾の強みを活かすことで、人口減少を抑制し、活力ある持続可能なまちづくりを進めて行

くことを目的とします。 

 

■各種計画との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■目標年次（計画期間） 

［計画期間］8か年（令和 3（2021）年度から令和 10（2028）年度）とします。 ※八尾市第 6次総合計画と整合を図る 

 

■構成 

 

 

 

 

 

 

１．計画策定にあたって 

1-1．都市計画マスタープラン 

について 

1-2．都市計画マスタープラン 

の位置づけ 

2-1．八尾市の現況分析 

2-2．まちづくりの視点 

２．都市の現況と 
    まちづくりの視点 

３．全体構想 

3-1．めざす都市の姿 

3-2．めざす都市構造 

3-3．基本方針と将来ビジョン 

3-4．分野別整備方針 

 

５．今後の取り組み方針 

5-1．推進の方針 

5-2．八尾市都市計画 

マスタープランの見直し 

中部エリア 

西部エリア（大阪中央環状線沿道） 

 

南部エリア（八尾空港周辺） 

東部エリア 

 

４．地域別整備方針図 

八尾市 

都市計画 

マスタープラン 

（市町村の都市計画に関する 

基本的な方針） 

八尾市 

立地適正化計画 

【各分野の計画】 

・八尾市地域公共交通計画 

・八尾市みどりの基本計画 

・八尾市都市景観形成基本計画 

・八尾市交通バリアフリー基本構想 

・八尾市国土強靭化地域計画 

・八尾市地域防災計画 

・八尾市住宅マスタープラン 

・八尾市環境総合計画 

・八尾市都市農業振興基本計画 

等 

八尾市第 6次総合計画 

即する 

即する 

東部大阪都市計画区域マスタープラン 

整合 

用途地域 
都市施設 

（道路・公園他） 
高度利用地区 地区計画 

【個別都市計画】 

【上位計画】 

等 

生産緑地地区 
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まちづくりの視点 

八尾市の現況分析などを踏まえ、まちづくりの視点を整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体構想  

■全体構想の構成 

 

  

A. 誰もが住みたい、住み続けたいと思うまちづくり 

B. 「ものづくりのまち八尾」を活かしたまちづくり 

C. 誰もが円滑に移動できる交通ネットワークを活かしたまちづくり 

D. 集約型都市構造実現のための都市基盤施設整備を進めるまちづくり 

E. 安全・安心のための都市基盤施設整備を進めるまちづくり 

F. 都市緑地の保全・活用と環境に配慮したまちづくり 

G. 都市の景観形成によるまちづくり 

H. 都市の防災対策を進めるまちづくり 

 

都市機能の集約 

成長しつづける安全・安心なコンパクトプラスネットワーク都市の形成 

■めざす都市の姿 

■基本方針 

■都市構造の２つの方向性 

１．駅を拠点とした 
コンパクトプラスネットワーク 

都市の形成 

２．産業集積を呼び込む 
道路ネットワークの形成 

■分野別整備方針 

①都市計画の土地利用 ②交通ネットワーク ③都市基盤施設整備・維持 

④都市の緑地保全・活用 ⑤都市景観形成 ⑥都市防災 

①都市の成長と 

にぎわいのある都市づくり 

【まちづくりの視点：A B】 

 

②便利で快適な 
交通ネットワークが 
充実した都市づくり 
【まちづくりの視点：C D】 

③安全・安心な 
都市基盤の整備と 

維持を進める都市づくり 
【まちづくりの視点：E H】 

④みどり豊かな潤いを感じる 

都市づくり 

【まちづくりの視点：F G】 
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■将来都市構造 

「都市構造の 2つの方向性」を踏まえ、拠点と軸を設定し、将来都市構造を定めました。 

【拠点の設定】 

都市拠点 立地適正化計画における都市核周辺区域と整合しており、近鉄八尾駅、JR 八尾駅、

近鉄河内山本駅、JR久宝寺駅、大阪メトロ八尾南駅周辺を「都市拠点」と位置づけ、各

拠点の特色を活かした都市魅力を創出し、各地域のにぎわいづくりを進めます。 

広域防災拠点 大阪府中部広域防災拠点等がある八尾空港周辺を「広域防災拠点」と位置づけ、安

全・安心のまちづくりにおいて、重要な防災拠点として機能をより高めていくことに努め

ます。 

 

【軸の設定】 

都市軸 各都市拠点が機能分担し、道路ネットワークで結ばれることで機能強化ができるよう都

市計画道路等の主要道を「都市軸」として設定します。 

 

【将来都市構造図】 
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■分野別整備方針 

①都市計画の土地利用 

都市計画手法の活用により、都市の特性に合わせ

た適切な土地利用誘導を図り、持続可能な成長と質

の高い成熟されたにぎわいのある都市づくりを推進し

ます。 

市街化区域内の都市拠点（主要駅）においては、

商業や医療、福祉、子育て支援などの都市機能を集

約するとともに、幹線道路沿道など既存産業集積地

においては、工場等の操業環境と住環境との調和に

より、良好な住工共存のまちづくりなどを進めます。 

市街化調整区域は、市街化を抑制すべき区域で

あり、維持・保全することを基本とし、生活環境との調

和を図りながら農地や東部山麓の自然の保全に努め

ます。 

 

 

 

 

 

整備方針 

a. 適切な土地利用誘導（産業集積、にぎわいの創出） 

b. 住工共存のまちづくり（操業環境の向上・住環境との調和、産業集積の維持発展） 

c. 都市機能の集約によるにぎわいの創出（コンパクトな都市形成、各地域のにぎわい創出） 

 

②交通ネットワーク 

人口減少・少子高齢社会に対応した、誰もが移

動しやすく自立して暮らせるまちづくりを進めるため、

都市の特性に応じた新たな公共交通ネットワークを

構築するとともに、地域との連携による公共交通の

維持存続のため、利用促進に取り組みます。 

また、ものづくりのまち八尾としての成長や、都市

拠点間を交通ネットワークで連携させた「集約型都

市構造」を実現するため、道路や駅周辺の整備な

どによる都市魅力の創出を進めます。 

 

 

 

 

 

整備方針 

a. 駅を基点とした公共交通の充実 

（新たな公共交通ネットワークの構築、MaaS、公共 

交通の利用促進、大阪モノレール整備促進） 

b. 駅周辺の整備と特色ある拠点づくり 

（駅前広場や駅周辺の整備・土地の高度利用化・集約化によるにぎわい創出、八尾空港西側跡地の活性化） 

c. 都市計画道路の整備（緊急交通路確保、渋滞の緩和、広域的なネットワークの構築、自転車通行空間の確保） 

d. 鉄道による都市基盤の分断解消策の検討（渋滞の解消、安全性の向上 など） 

都市拠点（近鉄八尾駅） 

近鉄八尾駅駅前広場 
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③都市基盤施設整備・維持 

都市基盤施設の老朽化が進むなかで、選択と集

中による効果的な都市基盤施設の整備や、計画的な

修繕・更新などの維持管理を進めます。 

また、日常生活において利用する住宅地内道路な

どは、安全・安心を確保するため、交通安全施設等

の整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備方針 

a. 都市基盤施設の計画的な長寿命化（橋梁・公園・公共下水道等の維持管理） 

b. 都市基盤の整備（交通安全施設整備、街区内道路の整備、公園整備、道路新設改良） 

c. 無電柱化（新設する都市計画道路の無電柱化 など） 

 

④都市の緑地保全・活用 

農産物の供給だけでなく、防災や良好な景観の形

成、環境の保全など多様な機能を持つ都市農地は、

都市緑地法において貴重な緑地と位置付けられてお

り、生産緑地制度等の活用により保全を図ります。 

また、環境負荷が小さい持続可能な都市の形成や

地球温暖化の防止、ヒートアイランド現象の緩和など

に対応するため、東部山麓の自然環境など緑の保全

とともに、太陽光等再生可能エネルギーの利活用な

ど循環型社会・脱炭素化社会の実現に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備方針 

a. 都市の緑地保全・活用 

（都市農地の保全、グリーンインフラ整備等による都市緑地空間の創出、ハイキング道の維持、東部山麓の自然環

境保全、自然と共生する社会の実現） 

 

曙川公園 

都市農地 

薬師橋 

市民の森 



6 

 

⑤都市景観形成 

八尾市都市景観形成基本計画に基づいたまちな

みの保全・形成を図るため、玉串川・長瀬川を代表と

する水と緑や、久宝寺寺内町などの歴史的まちなみ、

そして、高安山・大和川の眺望など、八尾らしい都市

景観をまもり、つくり、育てます。 

また、これらの歴史資産や地域資源については活

用のほか市内外へ広く発信します。 

 

 

 

 

 

整備方針 

a. 都市景観の形成やまちなみの保全・形成 

（八尾市都市景観形成基本計画の推進、 

久宝寺寺内町景観整備 など） 

b. 水と緑のネットワーク形成 

（水と緑のうるおい景観区域における公共施設等の 

景観整備、大和川眺望景観区域における眺望景観 

の保全や自然環境をまもり育てる など） 

c. 歴史資産の活用（国史跡高安千塚古墳群、由義寺跡等の整備） 

d. 自然景観の活用（眺望景観の保全） 

 

⑥都市防災 

頻発する自然災害などから市民の生命及び財産

を守るため、総合的な治水対策の推進、避難路・避

難地整備、都市インフラの耐震化、そして、土砂災害

特別警戒区域内の既存家屋の補強助成による「凌ぐ」

土砂災害対策の促進、防火・準防火地域指定拡大

による都市の不燃化、様々な施策など、ハード・ソフト

両面で防災対策を効率的に進めます。 

 

 

 

 

 

整備方針 

a. 総合的な治水対策の推進 

（下水道整備、流域治水、気候変動適応の推進 など） 

b. 土砂災害対策の促進 

（砂防事業、土砂災害警戒区域内での開発行為の 

制限・勧告、情報伝達・避難体制の整備） 

c. 避難路・避難地整備 

（都市計画道路の整備、街区内道路の整備、無電柱化、公園整備、防災倉庫の整備、緊急輸送拠点の整備、都

市農地の保全） 

d. 都市インフラの耐震化（災害時における道路・橋梁などのインフラや、上下水道等のライフラインの確保）

長瀬川 

大阪府中部広域防災拠点 
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 地域別整備方針 

全体構想で示した分野別整備方針の関連事業等を地域別に示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今後の取り組み方針  

■推進の方針 

八尾市では、人口減少や財政的な制約など社会情

勢の変化や、多種多様化する市民ニーズなどに対応す

るため、庁内の横断的な組織連携だけでなく、地域組

織など多様な主体との共創、そして国や大阪府との広

域的連携などを行い、めざす都市の姿の実現に向けた

まちづくりを推進します。 

 

■八尾市都市計画マスタープランの見直し 

八尾市都市計画マスタープランは、将来の展望に基

づいて計画を定めていますが、社会情勢の変化や地域

の状況、市民のニーズの変化に伴い、策定時に想定さ

れていない状況に至る場合もあります。また、上位計画

との整合が必要です。そのような状況に対応するため、

必要に応じて見直しを実施します。 
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八尾市携帯サイト 

QR コード 

南部エリア（八尾空港周辺） 

都市計画道路整備事業・整備促進事業 
（大阪柏原線・萱振曙川線・八尾富田林線・八尾空港線） 

八尾空港西側跡地活性化促進事業 

西弓削公園整備事業 

等 

東部エリア 

都市計画道路整備促進事業（大阪楽音寺線） 

街区内道路整備事業 
（水越・千塚地区、服部川・郡川地区、西高安・楽音寺地区） 

郡川土地区画整理事業 

史跡高安千塚古墳群保存活用計画 

緑地整備事業（ハイキングの維持） 

等 

中部エリア 

都市計画道路整備事業・整備促進事業 
（大阪柏原線・東大阪中央線・大阪楽音寺線・JR 八尾駅前線） 

玉串川等の桜整備事業・玉串川護岸整備事業 

近鉄河内山本駅周辺整備事業 

（仮称）永畑町二丁目第２公園整備事業 

史跡由義寺跡保存活用計画 

等 

西部エリア（大阪中央線沿道） 

都市計画道路整備事業・整備促進事業 
（大阪楽音寺線・平野中高安線・久宝寺線・久宝寺緑地線） 

街区内道路整備事業 
（南久宝寺地区、跡部北の町３丁目地区） 

久宝寺寺内町景観整備事業 

（仮称）南久宝寺公園整備事業 

久宝寺緑地整備事業【大阪府】 

等 

西部エリア 

中部エリア 

東部エリア 

南部エリア 


